
嘉

哲
錨
研
究
第
九
十
八
號

令
制
の
國
學
に
つ
い
て

五
入

高
　
橋
　
　
俊
　
乗

剛

　
大
寳
元
年
（
紀
元
藍
島
六
一
年
）
撰
定
さ
れ
た
大
寳
禽
に
よ
っ
て
、
都
に
は
大
學
寮
、
典
藥
寮
等
が
出
來
て
、
學
生
、

発
生
を
殺
与
し
，
國
々
に
は
國
學
一
つ
づ
つ
出
摩
て
、
同
じ
く
激
育
に
從
ふ
こ
ε
、
な
っ
た
○

　
大
賢
令
に
よ
れ
ば
國
を
治
め
る
官
寅
を
國
司
ε
い
ひ
、
郡
を
治
め
る
官
吏
を
郡
司
こ
い
ふ
。
　
國

司
は
中
央
政
府
よ
b
遁
例
四
年
冬
任
期
（
こ
の
年
数
に
に
多
少
慶
遜
も
あ
っ
カ
が
）
を
以
て
振
遣
』
郡
司
は
そ
の
土
地
の
名
望

家
、
例
へ
ば
古
へ
の
銀
造
の
子
孫
な
ご
よ
り
採
任
し
た
。
從
っ
て
郡
司
は
譜
第
世
襲
の
官
π
る
こ

ご
を
本
則
ご
し
た
。
此
れ
ら
郡
司
の
子
弟
を
敷
零
し
て
賢
良
を
養
成
す
る
の
が
國
學
の
目
的
で

あ
る
。國
學
は
國
ご
ε
に
褒
を
設
け
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
國
守
（
國
司
の
長
）
の
支
配
に
屡
」
敷
官
こ
し

て
國
博
士
一
人
、
國
蜂
師
｝
人
つ
つ
を
置
い
た
。
　
博
士
は
経
書
を
駿
難
し
，
早
生
を
試
験
し
、
欝
師
は

轡
術
を
激
授
蔓
醤
生
を
試
験
し
、
兼
ね
て
國
内
の
病
人
を
診
察
治
癒
す
る
こ
ご
を
職
務
ご
し
た
○
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共
に
國
學
所
在
の
國
内
よ
り
才
術
の
用
ふ
べ
き
者
を
國
司
が
愚
考
し
て
太
政
官
に
申
請
し
．
式

部
省
が
こ
れ
を
任
命
す
る
こ
ε
に
な
っ
て
み
る
。
も
し
其
の
國
内
に
適
當
な
る
人
が
無
い
時
は

隣
國
よ
り
選
ぶ
事
に
大
愚
倉
で
は
定
め
て
あ
る
。
補
任
中
は
故
な
く
し
て
妄
b
に
解
職
さ
れ
る

こ
ご
が
な
い
。
そ
の
進
退
昇
叙
は
大
蒲
郡
司
に
准
じ
て
あ
っ
た
。
　
こ
れ
は
郡
司
ε
ひ
ご
し
く
地

方
人
を
任
じ
た
爲
で
あ
る
。
　
任
期
に
了
す
る
法
今
は
侶
愛
改
多
く
絡
身
官
で
あ
っ
た
時
代
も
あ
，
9
、

四
年
叉
は
六
年
入
年
に
限
っ
た
こ
ご
も
あ
る
。

　
し
か
し
學
問
が
地
方
に
普
及
せ
す
、
文
化
が
都
に
の
み
榮
え
た
時
代
に
於
て
、
地
方
人
の
中
か
ら

俊
秀
な
敷
官
を
得
る
こ
ε
は
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
証
三
年
三
月
早
く
も
次
の
や
う
な
制
が
登

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ド
つ
　
　
　
　
　
フ
　
ル
こ
　
　
　
　
　
ハ
ナ
リ
ル
コ
　
　
　

シ
　
　
こ
モ
ヶ
レ
バ
ノ
　
　
ス
ベ
キ
モ
ノ
セ
　
ニ
　
ル

　
　
レ
リ
ハ
こ

　
　
依
ゾ
命
。
國
博
士
於
部
内
島
傍
國
取
用
。
然
温
故
知
新
、
稽
レ
賓
真
ム
若
傍
國
、
無
＝
人
探
鵡
川
町
申
レ
省
、
然
後
，

　
　
　
　
シ
　
ニ
　
ヘ
　
　
　
テ

　
　
省
選
擬
、
更
諦
薩
舜
輔
（
績
紀
〉

か
く
の
如
く
に
し
て
．
國
學
の
激
富
は
大
賀
倉
の
規
定
に
反
し
て
部
内
よ
り
採
ら
す
、
朝
廷
よ
り
派

遣
す
る
こ
ご
の
方
が
多
か
っ
た
・
も
の
で
あ
ら
う
が
、
其
の
場
合
の
選
叙
は
す
べ
て
國
司
の
史
生
（
総
）

に
准
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
は
任
期
も
四
年
ご
限
っ
て
あ
っ
た
。

　
凡
そ
國
博
士
は
三
等
の
考
第
を
立
て
、
、
其
の
功
過
を
考
察
す
る
こ
ご
、
な
っ
て
み
る
。
官
に

　
　
　
　
令
捌
の
國
學
に
つ
い
，
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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傭
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轟
ハ
○

居
っ
て
怠
ら
す
、
激
導
に
方
あ
る
の
を
上
こ
す
る
。
敷
面
し
て
倦
ま
す
、
生
徒
が
よ
く
其
の
業
を
絡

へ
る
の
が
中
で
あ
る
○
そ
の
職
を
勤
め
す
、
駿
訓
に
轟
け
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
下
に
剛
直
か
れ
る
。

騰
師
は
面
こ
し
て
病
人
を
診
断
治
療
す
る
効
験
の
方
か
ら
考
察
し
、
十
の
中
で
七
以
上
治
癒
す
れ

ば
上
ビ
な
し
、
五
以
上
で
あ
れ
ば
中
こ
し
、
四
以
下
を
下
第
こ
す
る
。
故
に
生
徒
を
よ
く
敷
授
し
て

も
、
病
氣
が
癒
え
な
け
れ
ば
下
第
に
罎
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
寸
心
郡
司
に
し
て
経
書
に
話
す
る
者
は
、
博
士
を
助
け
て
敢
授
に
輿
る
べ
き
も
の
ご
定
め
て
あ

っ
た
。
故
に
國
郡
司
は
行
政
上
の
成
績
の
み
な
ら
す
、
こ
の
敏
育
上
の
成
績
に
よ
っ
て
、
官
位
昇
進

の
滋
も
開
か
れ
て
あ
っ
た
。

　
國
露
点
は
郡
司
の
子
孫
弟
姪
の
中
で
年
齢
十
三
歳
以
上
十
六
歳
以
下
、
聰
明
善
良
な
者
を
入
學

さ
せ
る
。
入
声
事
務
は
國
司
が
執
っ
て
み
る
。
そ
の
定
員
は
國
の
大
小
に
よ
り
、
次
の
や
う
に
覆

別
さ
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
　
大
國
　
　
　
上
國
　
　
　
中
國
　
　
　
下
國

　
　
學
　
生
　
　
　
五
〇
　
　
　
四
〇
　
　
　
三
〇
　
　
　
二
〇

　
　
殿
閏
　
生
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
⊥
ハ
　
　
　
　
　
四

　
當
時
奈
良
時
代
は
大
家
族
制
で
あ
っ
て
、
一
戸
内
に
数
十
人
を
養
っ
て
み
た
。
郡
は
大
郡
に
は
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郡
司
八
入
、
上
郡
で
六
人
、
中
郡
四
人
、
下
郡
三
人
、
小
郡
二
人
を
置
い
て
あ
り
、
一
等
内
に
数
郡
乃
至
十

数
等
を
概
く
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
ご
く
小
さ
い
國
は
別
こ
し
て
、
普
蓮
の
大
い
さ
の
あ
る
國
で
あ
れ

ば
，
一
二
内
の
郡
司
は
数
十
入
に
達
し
．
時
こ
し
て
は
百
人
を
超
え
る
筈
で
あ
り
、
其
の
家
族
は
そ
れ

の
数
十
倍
に
上
る
、
そ
の
中
か
ら
十
三
歳
乃
至
十
六
歳
の
少
年
を
取
る
な
ら
、
確
に
数
十
人
は
居
っ

た
こ
ご
、
思
は
れ
る
○
さ
れ
ば
國
學
に
於
け
る
右
の
定
員
は
忽
ち
超
過
し
さ
う
な
も
の
で
あ
る

が
、
敦
育
が
強
制
的
に
行
は
れ
す
，
交
通
が
不
便
な
暁
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
超
過
せ
す
，
却
っ
て
不
足
す

る
時
も
有
っ
た
ら
し
い
。
倉
集
解
に
は
不
足
の
時
は
庶
入
の
子
を
取
っ
て
数
を
満
た
す
や
う
に

設
明
し
て
み
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
正
し
い
の
で
有
ら
う
が
、
文
化
が
上
下
並
び
に
中
央
地
方
廣
く

普
及
せ
す
、
二
言
の
差
の
多
い
時
で
あ
る
か
ら
、
魚
信
の
入
府
は
恐
ら
く
極
め
て
少
な
か
っ
た
で
あ

ら
う
Q

奈
良
時
代
國
學
の
學
生
業
學
の
状
態
は
全
國
を
通
じ
た
吏
料
は
無
い
が
、
天
李
八
年
（
＝
二
九
六
年
）
の

薩
塵
國
正
税
帳
に
よ
る
ご
、
心
奥
に
墾
る
國
司
以
下
學
置
数
は
七
十
二
人
で
あ
る
（
大
日
本
古
文
書

藩
二
〉
。
す
つ
ご
後
で
あ
る
が
貞
魏
二
年
（
一
五
二
〇
年
）
式
に
よ
る
ご
鐸
翼
に
塗
る
職
掌
は
三
重
天
で
，

そ
の
他
の
富
加
者
は
皆
皆
生
で
あ
っ
た
。
天
李
は
真
言
よ
り
百
年
以
上
も
前
で
あ
る
か
ら
、
職
掌

の
数
は
何
人
あ
っ
た
か
、
正
し
い
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
諸
國
騨
莫
に
間
す
る
法
命
は
始
め
て
貞
槻

　
　
　
　
A
¶
翻
胆
の
醐
門
畢
に
「
つ
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
［
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學
研
究
　
第
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

二
年
に
備
つ
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
前
に
は
他
に
細
る
、
～
き
材
料
が
球
い
か
ら
、
假
に
此
の
数
を
用
ひ

て
、
七
十
二
人
か
ら
引
く
ご
、
獲
三
十
九
人
が
天
李
．
頃
の
薩
摩
國
學
の
生
徒
数
に
近
い
数
を
示
し
て

み
る
。
然
る
に
薩
摩
は
中
國
で
あ
っ
て
、
法
定
上
の
定
員
は
雨
霧
馨
生
合
し
て
三
十
六
人
で
あ
る
。

こ
れ
ご
前
の
三
十
九
入
ご
を
比
較
す
る
ざ
、
薩
摩
國
學
に
は
大
鎧
定
員
ほ
ざ
の
生
徒
が
居
た
の
で

あ
ら
う
。
叉
天
奉
六
年
毘
心
計
會
帳
に
は
天
軍
五
年
石
見
の
愚
生
三
十
入
、
璽
年
隠
岐
の
三
生
二

十
入
ご
あ
る
か
ら
、
共
に
法
定
の
定
員
を
充
し
て
み
る
（
同
書
こ
。
此
の
言
忌
で
全
國
を
推
測
で
き

な
い
が
、
多
く
の
國
學
の
中
に
は
か
く
定
員
を
毒
し
た
藩
校
も
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
敢
科
書
や
敷
授
、
訓
練
の
方
法
な
ご
は
大
濠
寮
、
典
藥
寮
に
准
ず
る
の
で
あ
る
○
ま
た
藩
秋
二
回

忌
前
記
の
如
く
幕
議
を
行
ふ
こ
ご
も
大
鷺
寮
ご
等
方
で
あ
る
。
大
學
、
書
棚
藥
油
鼠
の
敷
育
方
法
は

大
寳
倉
や
其
の
註
解
を
見
れ
ば
、
す
ぐ
領
解
で
き
る
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
で
は
凡
て
省
馨
し
て

お
く
。
た
や
國
學
は
大
學
・
血
ハ
藥
二
六
に
比
し
て
著
し
く
程
度
が
低
か
っ
た
こ
ご
は
注
目
す
べ
き

こ
ご
で
あ
る
。
も
し
國
學
の
二
二
が
成
規
の
業
を
卒
へ
て
も
爾
深
く
研
究
し
た
い
者
が
あ
れ
ば
，

國
司
は
式
部
省
に
上
申
し
て
試
問
の
上
で
大
學
寮
に
痛
罵
す
る
こ
ビ
を
許
し
た
。
掛
生
に
於
て

も
同
襟
で
あ
る
◎

　
器
官
の
待
遇
も
非
常
に
差
が
あ
っ
た
Q
大
學
の
二
言
の
職
分
・
田
は
延
暦
十
年
の
官
符
に
よ
る



ご
（
三
代
格
懇
十
五
）

　
　
博
士
五
町

　
　
助
敷
．
直
講
、
文
章
博
士
、
明
法
博
士
各
四
町

　
　
昔
博
士
、
書
博
士
、
算
博
士
各
三
町

典
藥
寮
の
敷
官
は
同
年
官
符
に
よ
る
ε

　
　
瞥
博
士
四
町
　
針
博
士
三
町

で
あ
っ
た
が
、
國
博
士
、
燈
士
は
倉
に
よ
る
ご
六
段
を
與
へ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
　
國
玉
敷
官
は
こ
の

外
に
公
爵
の
分
配
を
受
け
る
か
ら
（
諾
。
）
．
軍
に
職
分
田
だ
け
で
待
遇
の
比
較
は
出
家
な
い
け
れ

こ
も
．
よ
し
公
癖
を
加
へ
て
も
國
學
激
官
は
大
學
典
藥
の
敷
写
に
比
し
て
蓬
か
に
低
か
つ
元
に
蓮

ひ
な
い
。
天
茜
年
（
一
三
九
二
年
）
か
ら
生
徒
の
毒
心
に
よ
2
町
五
段
以
下
五
段
呈
で
給
す
る
こ

ご
、
な
っ
た
が
、
矢
張
低
い
。

＝二
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大
話
寮
は
大
嶺
倉
の
剃
定
さ
れ
る
以
前
，
三
十
年
ほ
ざ
前
か
ら
設
け
ら
れ
た
こ
ビ
は
、
日
本
書
紀
、

懐
風
藻
な
ご
か
ら
實
謹
す
る
こ
ご
が
出
捻
る
が
、
國
學
に
つ
い
て
は
大
青
倉
撰
定
以
前
に
實
存
し

　
　
　
　
A
叩
制
の
麟
馴
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
三
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哲
学
研
究
　
第
｝
九
⊥
丁
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山ハ

l

た
交
野
は
な
い
。
國
學
に
關
す
る
史
料
は
そ
の
現
存
し
て
み
た
奈
良
本
安
野
時
代
を
通
じ
て
乏

し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
大
羽
命
以
前
の
彬
彬
が
無
い
か
ら
こ
て
、
直
ち
に
國
學
が
實
存
し
て
居
な
か

っ
た
ご
は
断
定
毘
來
な
い
が
、
恐
ら
く
無
か
つ
淀
も
の
で
あ
ら
う
。
但
し
民
間
有
志
の
私
塾
或
は

有
志
家
の
學
記
す
る
小
事
備
な
ご
ば
、
好
學
の
國
郡
司
、
寺
院
な
ご
を
中
3
5
に
し
て
設
け
ら
れ
た
事

が
少
く
な
か
つ
だ
ら
う
ε
想
像
す
る
の
は
無
理
で
は
無
い
Q

　
大
軍
A
ド
登
布
後
も
國
學
普
及
の
状
態
は
頗
る
不
分
明
で
あ
る
。
園
舎
の
方
は
建
立
に
困
難
で

は
無
い
が
優
良
な
る
数
十
を
求
め
る
の
に
困
難
し
た
。
嚢
命
後
十
五
年
目
の
露
縮
二
年
の
格
に

は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ニ
　
ム
　
　
　
テ
　
串
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
テ
　
．
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ニ

　
　
大
事
典
藥
生
等
、
業
未
歳
立
要
求
r
薦
暴
殉
如
レ
是
之
徒
事
今
軍
隊
不
レ
得
レ
補
　
任
國
博
士
及
欝
師
司
（
綾
紀
〉

更
に
七
年
を
経
て
養
老
七
年
（
＝
一
天
三
年
）
に
は
不
仁
當
の
高
官
を
省
一
爲
で
あ
ら
う
。
按
察
使
を

悪
く
國
に
限
っ
て
博
士
，
縫
師
を
補
し
、
手
樽
の
國
博
士
は
す
べ
て
停
止
し
た
。
　
盛
時
の
按
察
使
の

配
置
は
次
の
や
う
．
で
あ
る
（
績
紀
養
老
三
年
の
條
）

　
　
按
察
使
を
置
く
國
　
　
　
そ
の
管
治
す
る
國

　
　
　
　
伊
　
勢
　
　
　
　
　
　
伊
賀
、
志
摩

　
　
　
　
逡
　
江
　
　
　
　
　
　
駿
河
、
干
瓢
、
甲
斐
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備伊幡出丹越武美

後豫磨雲波前藏濃陸

安
房
、
上
総
、
下
絡

尾
張
、
爆
弾
、
信
濃

相
模
，
上
野
、
下
野

能
登
、
越
中
、
越
後

丹
後
、
但
馬
、
因
幡

伯
誉
、
石
見

備
前
、
美
作
、
備
中
、
淡
路

阿
波
、
讃
岐
．
土
佐

安
藝
、
局
防

　
右
表
中
に
無
い
國
は
大
君
に
於
て
九
州
ε
近
畿
ご
陸
奥
．
優
等
ご
で
あ
る
。
按
察
使
を
置
く
國

だ
け
に
博
士
．
二
二
を
置
き
他
の
國
博
士
を
停
止
し
た
ご
す
れ
ば
、
心
肝
は
こ
れ
ら
按
察
使
設
置
の

國
以
外
に
も
國
博
士
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
從
っ
て
國
學
も
設
け
ら
れ
て
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

樽
士
停
止
以
後
こ
れ
ら
の
國
學
の
運
命
は
こ
う
愈
つ
た
か
、
固
よ
り
推
測
す
る
限
り
で
は
な
い
が
、

國
郡
司
中
で
経
書
を
解
す
る
者
が
博
士
を
助
け
て
敏
解
す
る
こ
ご
は
恐
恐
に
定
む
る
ご
こ
ろ
で

有
る
か
ら
、
か
、
る
博
士
を
置
か
ぬ
國
學
で
は
國
郡
司
が
四
二
を
加
へ
て
國
學
を
維
持
し
た
所
も

　
　
　
　
八
乱
丁
の
　
　
學
に
・
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
五
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哲
磁
㍗
研
究
　
　
第
九
十
・
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ

有
つ
元
で
あ
ら
う
。
九
州
大
宰
府
の
學
稜
も
國
學
の
一
で
あ
る
。
右
表
以
外
で
あ
る
が
決
し
て

亡
び
な
か
つ
だ
。
自
籐
の
讐
師
を
停
止
す
る
こ
ご
を
言
は
な
い
の
は
、
必
ず
し
も
停
止
し
な
か
っ

た
の
か
、
或
は
心
匠
の
字
が
脱
丈
に
な
っ
て
み
る
の
か
、
私
に
は
分
ら
な
い
の
で
あ
る
、
．

　
つ
い
で
帥
継
五
年
（
＝
ご
入
八
年
）
に
は
博
士
を
並
々
も
ε
の
如
く
三
四
國
毎
に
一
人
を
置
ミ
醤
師
は

毎
國
一
入
を
競
い
た
。
醤
師
は
敷
授
の
み
な
ら
す
治
療
に
も
歳
事
す
る
か
ら
、
濟
世
利
民
の
た
め

に
了
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
博
士
は
三
四
國
に
一
人
で
も
國
學
校
舎
は
も
つ
ご
多
く
設
け
て
あ

っ
た
ε
思
は
れ
る
こ
ビ
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
言
言
馬
添
二
年
（
一
四
二
六
年
）
の
格
に

よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
ク
ズ
ル
ニ
ニ
　
　
　
　

ク
ト
ニ
テ
ヨ
　
レ
パ

　
　
五
月
十
一
日
大
政
官
奏
日
。
准
レ
令
、
諸
國
史
生
、
博
士
．
慰
∵
師
、
國
無
昌
大
か
コ
回
路
定
数
一
。
但
擦
　
神
輻
五
年

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ハ
　
テ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ナ
リ

　
　
入
月
九
日
格
闘
史
生
之
員
、
随
　
盛
大
小
中
各
有
蓋
差
翌
ハ
博
士
者
捻
三
四
國
一
人
。
欝
師
者
毎
國
一
入
、

　
　
　
　
　
　
バ
　
　
　
ク
ク
ク
　
ヲ
　
　
　

ハ
　
　
　
　
フ
ル
ニ
　

シ
　

ク
　
ン
シ
テ
シ
ク
ク
フ
ル
コ

　
　
説
経
術
之
道
、
成
業
者
寡
，
塞
設
一
一
職
員
鱒
擢
取
之
着
艦
爲
之
才
、
堪
レ
任
渚
衆
。
人
血
官
少
、
墓
能
遍
用
閃
朝

　
　
　
　
ス
ル
ニ
　
　
ブ
ル
コ
ハ
テ
　
ニ
　
レ
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ニ
テ
ヨ
　
　
テ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ハ
　

　
　
議
孕
章
、
搏
．
士
早
事
。
一
驚
　
前
格
岡
慰
潔
斎
任
更
律
薪
例
輔
云
々
。
平
鯖
生
者
、
博
士
醤
師
兼
任
之
國
、
國

　
　
　
ニ
ノ
や
ヘ
ケ
　

テ
ク
パ
メ
ン
　
　
　
テ
シ
テ
ニ
　
シ
　
　
　
チ
シ
テ
ク
ラ
　
テ
　
ス

　
　
別
格
外
加
＝
概
二
入
司
庶
令
三
経
術
之
士
，
周
遍
宣
揚
、
功
勢
斑
入
、
普
蒙
誹
二
面
帝
都
可
。
（
績
紀
）

つ
ま
り
右
の
格
交
の
意
味
は
天
詩
神
護
二
年
以
前
か
ら
、
趣
鶉
五
年
の
格
．
又
は
養
老
七
年
の
格
に

よ
っ
て
、
博
士
は
三
四
國
に
一
入
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
學
者
が
少
い
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
こ
ご
で



、
鵬

あ
る
。
し
か
し
從
來
博
士
の
無
い
國
に
も
國
學
の
あ
る
所
も
あ
り
、
又
世
の
進
運
に
件
な
ひ
、
次
第

に
國
學
も
増
置
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
ま
、
捨
て
、
澄
け
な
い
。
但
し
経
度
を
心
得
て
み
る
者
は
多

い
か
ら
、
博
士
の
麗
い
て
な
い
南
至
に
経
學
を
心
得
て
み
る
更
生
一
人
を
置
く
こ
ビ
ご
す
る
。
又

警
師
は
立
道
一
人
を
遣
く
筈
で
あ
る
が
，
鋏
員
が
あ
れ
ば
強
ひ
て
正
任
を
置
か
な
い
で
も
よ
い
。

翁
任
さ
せ
る
事
ご
し
，
そ
の
代
り
史
生
一
入
を
麗
い
て
治
療
に
從
卜
せ
し
め
よ
う
ご
い
ふ
意
味
で

あ
ら
う
。
良
心
師
の
乏
し
か
っ
た
事
は
更
に
天
李
寳
宇
元
年
（
麺
）
の
格
に
も
明
文
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
ク
キ
ク
ナ
ラ
ク
　
　
　
　
　
　
　

ク
ズ
　

あ
　
シ
テ
　

テ
ズ
ズ
ル
ノ
ミ
テ
　
シ
ス
ル
さ
ニ

　
　
十
一
月
九
臼
。
勅
日
．
如
聞
。
頃
年
諸
國
博
士
讐
師
、
多
非
昌
其
才
賢
雨
滴
得
レ
選
。
非
二
二
損
…
政
、
亦
無
レ
盆
レ
民
。
自

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
ニ
　
ル
コ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
今
己
後
不
財
得
二
更
然
輔
（
績
紀
）

　
下
っ
て
寳
亀
十
年
（
か
靭
三
）
に
至
り
．
や
つ
ご
國
む
と
に
博
士
讐
師
を
細
く
や
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
だ
け
地
方
開
登
も
進
ん
だ
に
違
ひ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
コ
　
テ
　
　
ハ
　
　
　
　
ハ
　
シ
テ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ハ
　
メ
リ
　
　
　
　
　
ニ

　
　
閏
五
月
二
十
七
田
。
太
政
官
奏
日
。
云
々
。
其
博
士
憐
師
兼
レ
國
嚢
，
學
生
三
管
齎
振
病
人
困
於
救
療
乳

　
　
ミ
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　

テ
　

ニ
　
デ
　
　
　
　
プ
　
　
　
ゆ
セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　

ス
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
懸
者
．
毎
國
各
量
二
入
戸
並
以
訟
愚
考
嚇
遷
替
。
良
今
以
後
、
立
爲
二
恒
式
鱒
云
々
．
奏
可
之
。
（
績
紀
）

し
か
し
、
十
分
の
學
力
あ
る
者
が
急
に
堰
加
し
た
の
で
は
な
く
、
睡
素
生
病
訴
の
不
便
を
除
く
た
め

に
増
麗
し
た
の
で
あ
っ
元
。
さ
れ
ば
延
暦
入
年
（
転
四
）
か
ら
大
話
諸
訳
生
等
年
三
‡
域
に
満
た

な
い
者
竺
切
長
博
士
に
任
用
し
な
い
邑
ご
定
め
て
ギ
分
學
力
を
養
は
せ
る
事
を
計
っ
た
（
齪
鶏

　
　
　
．
令
湖
の
爾
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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哲
學
研
究
　
第
九
十
入
號

蕪
獣
剛
の
）
が
、
果
し
て
豫
期
の
如
き
効
果
を
あ
げ
だ
か
ど
う
か
疑
は
し
い
。

六
八

三

　
前
に
述
べ
た
蓮
う
九
州
太
宰
府
に
は
府
學
が
あ
っ
た
が
、
他
の
國
々
の
國
學
ε
梢
継
子
を
異
に

し
て
み
た
。
府
學
は
ま
た
始
業
院
と
も
卜
し
た
こ
ε
は
江
次
第
妙
に
明
記
し
て
あ
る
が
こ
の
書

は
不
安
時
代
末
の
書
で
あ
る
か
ら
，
學
業
院
の
名
糀
が
府
學
始
建
の
頃
か
ら
有
っ
た
の
か
、
ど
う
か

鋼
然
し
な
い
。

　
大
宰
府
は
支
那
朝
鮮
に
溶
す
る
外
交
上
の
要
地
・
で
あ
り
、
か
つ
交
通
不
便
な
昔
に
於
て
九
州
は

京
師
か
ら
離
れ
す
ぎ
る
か
ら
、
九
州
を
中
央
政
府
の
直
接
支
配
ご
せ
す
に
、
大
宰
府
を
し
て
治
め
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
シ
デ
　
　
　
シ

せ
て
あ
っ
だ
か
ら
、
奈
良
朝
ご
ろ
早
く
も
此
府
、
入
物
般
繁
、
天
下
之
一
都
罵
声
。
子
弟
之
徒
、
士
魂
穂
衆

（
綾
紀
勢
三
十
）
と
興
せ
ら
れ
た
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
學
稜
は
筑
前
、
筑
後
、
豊
前
、
豊
後
、
肥
前
、
肥
後
六
國

の
國
學
生
を
牧
上
す
る
の
で
、
そ
の
規
模
内
容
共
に
普
通
の
國
學
に
比
し
て
遙
か
に
大
き
い
も
の

で
あ
っ
た
。
　
博
士
一
入
管
内
國
學
生
に
経
書
を
敏
亡
し
、
麟
師
は
二
入
同
車
に
慰
生
を
敷
導
し
、
診

候
療
病
に
從
ふ
こ
ご
は
國
學
こ
か
は
り
は
無
ご
が
、
待
遇
は
す
つ
ε
上
で
あ
っ
た
。
國
學
の
博
士

讐
師
は
大
賓
命
に
そ
の
官
位
を
定
め
て
み
な
い
が
、
大
宰
博
士
は
從
七
位
下
、
轡
師
は
正
勲
位
上
に
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定
め
て
あ
る
。
（
國
博
士
、
欝
師
が
叙
位
さ
れ
る
時
は
奈
良
朝
で
は
恐
ら
く
大
少
初
位
あ
た
り
が
多

く
、
正
從
八
位
に
上
る
事
は
困
難
で
あ
っ
た
ら
う
。
孕
安
朝
で
は
國
博
士
醤
師
で
も
外
從
五
位
下

に
上
っ
た
例
が
あ
る
○
）
大
學
の
諸
博
士
よ
り
も
多
少
低
い
け
れ
ざ
も
國
博
士
讐
師
よ
り
は
す
つ

ご
良
い
。
職
田
は
博
士
一
町
六
段
、
二
巴
が
一
町
四
段
で
、
こ
れ
も
各
國
の
敷
官
よ
り
蓬
か
に
多
い
。

拘
大
宰
府
で
は
算
師
を
「
入
置
い
て
漆
生
を
激
授
さ
せ
た
○
そ
の
待
遇
は
醤
師
ご
同
様
で
あ
っ

た
。　

天
耶
二
号
六
年
（
凶
日
■
巨
年
）
四
月
吉
備
朝
臣
警
備
が
大
宰
大
武
こ
な
っ
た
。
各
高
い
愚
子
者
で
あ

る
か
ら
府
學
並
に
九
州
の
他
の
陰
々
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
、
由
岐
、
黒
雲
（
今
の
種
子
島
で
、
そ
の
頃
は
一
一
で
あ
っ
糞
）
の
諸
國
の
學
校

を
鏡
意
充
實
さ
せ
た
ら
し
い
○
尤
も
薩
摩
の
や
う
な
其
の
汐
時
極
め
τ
邊
鄙
な
國
に
も
、
吉
備
翼

備
が
赴
任
前
早
く
か
ら
前
記
の
如
く
國
學
が
あ
っ
た
か
ら
、
専
ら
雲
上
の
カ
の
み
で
は
無
か
ら
う

が
、
ご
に
か
く
奈
良
朝
末
に
は
九
州
各
國
に
國
學
が
ほ
や
充
為
し
て
み
た
ら
し
い
。
即
ち
賓
鞄
二

年
（
一
煕
一
一
ご
年
、
そ
の
頃
眞
備
艮
太
宰
の
任
果
て
て
京
師
に
蹄
任
し
て
ゐ
象
）
士
再
太
宰
府
は
次
の
如
一
上
奏
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
艶
言
岐
多
徹
等
博
士
醤
師
、
鳳
任
之
後
、
絡
身
不
‘
替
。
所
以
後
生
之
學
、
業
術
不
レ
進
。

　
　
　
ク
シ
テ
　
　
ニ
　
　
　
ニ
シ
ナ
　
　
シ
　
チ
　

シ
　
　
　
テ
　
　
　
メ
ン
　
　
　
テ
　

ス
　
テ

　
　
乞
圃
朝
法
天
．
年
遷
替
、
以
示
轟
輔
養
永
鋤
後
學
司
許
レ
之
↓
（
手
立
）

日
向
等
諸
国
の
博
士
磨
師
は
李
安
朝
の
例
で
は
大
宰
府
が
任
命
し
て
み
る
が
、
（
か
念
懸
伽
鎮
茄
蝦
ぬ
営
九
贋
へ
｛
次
｝
兀
』
牛
十
一
月
の
加
除
）

　
　
　
　
令
湖
の
醐
一
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
盛
九



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
鎗
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

搦
、
奈
良
時
代
に
出
て
も
恐
ら
く
さ
　
で
有
ら
う
か
室
右
蔑
三
身
の
博
志
忌
中
に
は
眞
備
在
任

　
中
に
補
任
せ
ら
れ
た
者
が
残
っ
て
み
た
か
も
知
れ
な
い
。
ご
に
か
く
寳
継
十
年
天
下
諸
点
に
毎

　
國
博
士
讐
師
一
入
づ
〉
を
置
か
し
め
る
以
前
早
く
九
州
に
は
府
學
以
外
毎
國
に
こ
の
官
を
置
い

　
て
あ
っ
た
の
は
確
か
に
九
州
の
方
は
他
の
地
方
よ
b
も
、
表
面
だ
け
か
も
知
れ
な
い
が
藪
下
の
進

　
ん
で
み
た
こ
ご
を
示
し
て
み
る
。
（
但
し
饗
馬
に
は
無
か
っ
た
事
は
確
實
ら
し
い
〉

　
　
府
學
に
間
し
て
は
天
応
元
年
（
｝
四
四
一
年
）
に
次
の
や
う
な
官
符
が
あ
る
。

　
　
　
太
政
官
符

　
　
　
　
合
二
條

　
　
　
　
一
請
加
詰
射
田
一
事
。
云
々
。

　
　
　
　
　
　
ク
テ
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ト
　
　
　
ナ
　
　
　
　
ム
ル
ノ
テ
フ

　
　
　
一
二
醗
ド
置
嵩
龍
脳
椀
伐
新
田
一
事
。
右
府
學
」
梗
、
志
定
論
學
生
殿
圏
生
箪
生
有
乞
一
｝
臼
除
轟
人
司
錐
レ
免
二
鑑
役
「
盤
グ
営
ハ
レ
鋤
レ
人
。
舗
請
…

　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
ゐ
ア
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

　
　
　
　
毎
〆
國
遣
匹
田
四
町
ハ
ニ
町
以
賜
　
明
経
秀
才
者
n
二
畑
瀬
論
蔵
算
優
長
者
一
ゆ

　
　
　
　
　
　
タ
ル
ニ
　
　
　
ノ
　
テ
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ツ
ィ
デ
　
　
ノ
　
テ
シ
テ
テ
メ
ン
ト
ニ
ィ
ヘ
リ
　
　
　
　
ル
　
ズ
　
　
テ

　
　
　
以
前
得
天
心
府
解
禽
。
管
内
諸
國
藁
葺
多
藪
、
望
叢
論
王
藤
島
賞
翫
拗
ン
入
岩
。
右
大
臣
宣
、
参
勅

　
　
　
　
シ
ク
　
ル
　
ニ

　
　
　
宜
依
レ
講
。

　
雨
筑
、
三
豊
、
春
肥
の
六
國
は
皆
上
國
で
あ
っ
把
か
ら
、
も
し
毎
國
に
學
校
を
心
置
し
た
こ
す
れ
ば
、
毎

　
國
學
綾
定
員
四
八
名
づ
、
で
あ
る
か
ら
、
府
學
の
生
徒
が
二
百
二
人
居
つ
だ
こ
す
れ
ば
、
ほ
“
定
員
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を
満
た
し
て
居
っ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。
・
學
綾
豆
田
は
そ
の
頃
は
奈
良
の
大
學
に
も
定
員
四
三

〇
人
に
賦
し
二
〇
町
（
塩
鷲
嚇
場
祷
駐
し
か
無
か
っ
た
の
で
あ
る
薩
九
州
府
學
で
二
入
入
人

の
定
員
に
醤
し
二
四
町
あ
れ
ば
豊
か
な
方
で
あ
っ
た
○

　
李
安
時
代
に
な
っ
て
府
學
は
更
に
明
法
博
士
一
人
を
畑
へ
置
い
た
。
そ
の
談
置
は
延
暦
十
八

年
（
一
四
五
九
年
）
で
あ
っ
た
が
、
天
長
二
年
（
冊
姻
入
）
に
至
玩
始
め
て
官
位
を
博
士
ご
等
し
く
從
七
位
下
ご

定
め
ら
れ
た
（
三
代
格
懇
五
）
の
で
あ
る
。
な
ほ
設
概
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
府
學
に
昔
博
士
を

置
い
て
あ
っ
た
事
が
延
喜
式
懇
二
十
六
に
見
え
て
み
る
。
そ
れ
は
大
宰
府
公
命
の
塵
分
に
關
し

だ
も
の
で
あ
る
が
、
分
配
率
が
門
博
士
、
明
法
、
音
三
者
同
等
で
あ
る
所
を
見
る
ご
、
膏
博
士
も
從
七
位
下

の
官
で
あ
っ
だ
も
の
こ
思
は
れ
る
。

　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
テ

　
　
凡
大
宰
府
慮
乞
分
点
｛
解
↓
帥
十
分
。
大
忌
諏
ハ
分
孚
、
云
々
。
‡
嵐
騨
、
圭
工
、
搏
士
、
明
法
博
士
音
博
士
唄
分
大

　
　
孚
。
主
城
、
陰
陽
師
、
讐
師
、
算
師
、
圭
船
、
主
厨
一
分
子
。
云
々
。

　
か
く
の
如
く
府
學
は
地
方
の
學
で
は
あ
る
が
、
除
程
内
容
の
整
頓
し
た
も
の
恋
、
あ
っ
た
。
紳
護

景
雲
三
年
（
転
二
奮
に
翼
備
が
内
容
の
充
實
を
六
つ
π
後
あ
ま
り
年
月
を
経
過
し
て
み
な
い
の

に
も
拘
ら
す
、
こ
の
年
九
月

　
　
　
　
　
ス
ニ
シ
テ
　
　
シ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
太
宰
誓
言
”
此
府
人
物
毅
繁
、
天
下
之
一
三
曾
也
。
子
弟
之
徒
．
學
者
梢
衆
。
怨
府
庫
但
蓄
　
五
饗
応
レ
有
ユ

　
　
　
　
令
剃
の
國
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
「
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哲
學
研
究
　
第
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
七
ニ

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
シ
テ
フ
　

ノ
　
　
　
ヒ
　

テ
　

シ
ナ
　
エ
　
サ
ン
　
チ

　
　
三
史
正
本
一
ゆ
謡
扇
之
人
、
其
道
不
レ
廣
。
伏
乞
、
列
代
諸
史
、
各
給
一
一
一
本
n
傳
一
一
習
管
内
、
以
興
一
三
業
一
。

ご
上
奏
し
て
、
史
記
、
漢
書
，
後
漢
書
、
血
書
各
一
部
を
賜
っ
た
こ
ご
が
あ
る
か
ら
、
當
時
は
書
籍
の
得
に

く
い
時
代
ご
は
言
へ
、
圖
書
の
設
備
の
不
完
全
さ
が
推
し
測
ら
れ
る
。

四

　
一
般
の
國
學
が
卒
安
時
代
初
期
に
於
て
、
こ
う
鍵
遷
し
元
か
ざ
考
へ
る
に
、
だ
ん
一
籏
張
さ
れ
、

從
來
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
國
々
に
も
置
か
れ
、
諸
種
の
規
定
も
整
ふ
や
う
に
な
っ
た
。
延
暦
十
三

年
（
一
四
五
四
年
）
李
安
に
都
が
遷
細
れ
、
奈
良
時
代
末
の
政
滋
の
腐
敗
が
刷
新
魂
∂
塵
久
し
く
朝
廷
を
燭
ま
・

し
た
蝦
夷
も
李
ぎ
、
天
台
眞
言
上
宗
が
新
興
し
．
到
る
慮
に
革
新
の
石
心
が
満
ち
て
み
た
時
、
弓
丈
學

は
榮
え
，
大
嵐
も
大
い
に
春
方
田
を
蒸
し
、
貴
族
子
弟
の
入
學
を
し
き
り
に
奨
樋
さ
れ
て
る
た
の
で

あ
る
か
ら
、
定
め
し
國
學
も
順
調
な
登
達
を
懸
け
う
る
器
品
に
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
又
延
暦
十

七
年
よ
り
郡
司
を
譜
第
よ
り
任
す
る
こ
ご
を
止
め
て
、
郡
を
理
め
る
才
能
の
あ
る
者
を
選
ぶ
こ
ご

、
な
っ
た
○
尤
も
こ
れ
は
行
政
上
か
ら
見
て
も
、
人
物
を
う
る
鮎
か
ら
見
て
も
、
汐
時
の
歌
態
こ
し

て
は
無
理
で
あ
っ
た
か
ら
、
弘
仁
二
年
（
一
四
七
一
年
）
か
ら
再
び
奮
欄
に
か
へ
っ
て
譜
第
よ
り
任
す
る
こ

ご
、
な
っ
た
が
、
蒜
し
く
も
才
藝
著
聞
す
る
者
を
揮
ぶ
た
め
に
は
盆
，
國
學
を
盛
ん
に
す
べ
き
筈
で
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あ
る
の
に
、
中
央
政
府
の
態
度
は
甚
だ
頼
り
な
か
っ
た
。
弘
仁
十
二
年
の
格
に
よ
れ
ば
去
る
延
暦

十
六
年
四
月
よ
う
五
畿
内
の
博
士
醤
師
が
太
政
官
符
を
似
て
康
止
さ
れ
、
皇
道
久
し
く
す
た
れ
、
病

人
は
疾
病
を
救
ふ
こ
ご
が
出
來
な
い
で
困
っ
た
さ
う
で
あ
る
。
　
こ
の
屡
止
は
郡
司
を
才
能
者
か

ら
選
任
す
ざ
法
倉
登
布
よ
う
一
年
前
で
あ
る
か
ら
必
ず
し
も
政
府
の
態
度
に
矛
眉
が
あ
る
ε
は

言
へ
な
い
で
あ
ら
う
○
叉
才
能
あ
る
者
は
そ
の
國
内
か
ら
探
試
せ
す
、
中
央
政
府
か
ら
派
遣
し
て

も
よ
●
い
の
で
あ
る
か
ら
、
國
學
の
塵
止
ご
、
郡
司
選
任
の
鋤
の
方
針
ご
は
撞
着
し
な
い
ビ
も
言
へ
る

の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
形
式
上
の
問
題
解
決
に
す
ぎ
な
い
。
郡
司
を
或
場
合
に
は
中
央
か
ら
派

遣
す
る
こ
ご
も
出
漁
よ
う
が
、
全
編
六
百
近
く
の
郡
に
数
入
づ
、
居
る
郡
司
を
全
部
、
中
央
か
ら
途

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
矢
は
）
大
部
分
は
地
方
か
ら
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
さ
う
す
れ
ば
、
そ

の
供
給
機
關
を
認
め
ら
れ
う
べ
き
國
學
を
、
た
ビ
ひ
一
地
方
の
事
に
せ
よ
、
全
國
の
中
央
た
る
畿
内

の
國
學
を
旗
止
す
る
ご
は
何
事
で
あ
ら
う
。
康
止
血
に
郡
司
を
才
能
者
よ
り
選
ぶ
事
に
な
っ
た

と
す
れ
ば
、
早
蓬
籐
止
を
取
窮
し
て
復
回
す
べ
き
で
は
な
い
が
。

　
政
府
の
此
の
暴
に
毘
で
な
か
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
國
學
が
政
治
上
の
才
能
者
を
供
給
す
る
機
閣

で
な
く
、
郡
司
を
養
成
す
る
機
醐
ご
し
て
、
認
め
ら
れ
す
、
万
事
實
上
諭
の
意
味
の
爲
に
多
く
役
立
っ

て
居
な
か
っ
た
爲
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
國
學
は
唯
纒
書
や
古
方
を
激
へ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ

　
　
　
　
令
髄
の
醜
學
に
つ
い
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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七
四

だ
け
の
修
養
で
は
、
政
治
の
才
を
豊
富
に
す
る
者
も
あ
り
、
又
豊
か
に
せ
二
者
も
あ
る
筈
で
あ
る
か

ら
、
間
緩
に
は
官
吏
こ
し
て
の
修
養
に
は
役
立
っ
て
も
、
直
接
に
は
役
．
立
た
ぬ
者
で
あ
ら
う
。
國
學

は
大
輪
ご
等
し
く
、
そ
の
敷
育
に
よ
っ
て
特
に
官
吏
た
る
に
必
要
な
修
養
を
全
部
輿
へ
る
も
の
で

な
く
、
又
そ
の
卒
業
に
よ
っ
て
官
吏
直
り
う
る
資
絡
を
露
点
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
唯
地
方
國

々
の
名
望
家
を
有
識
濤
’
7
ル
は
醤
師
た
ら
し
め
う
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
Q
か
う
解
す
れ
ば
矛
盾
ら

し
く
見
え
る
事
も
矛
盾
で
な
く
解
繹
し
う
る
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
五
畿
内
の
國
學
容
止
は
郡
司
養
成
に
は
無
閣
係
で
あ
る
こ
し
て
も
、
一
般
世
の
中
の
文
化
進
歩

の
爲
に
は
極
め
て
不
都
合
で
あ
る
か
ら
、
歯
止
後
二
十
三
年
目
、
弘
仁
十
二
年
（
｝
混
入
）
に
至
り
、
大
和

國
守
の
申
請
に
よ
り
、
轟
び
博
士
讐
師
各
一
人
を
五
畿
内
ひ
ご
し
く
復
毒
す
る
こ
ご
、
な
つ
π
。

　
弘
仁
以
後
約
百
年
間
師
ち
延
喜
の
頃
ま
で
が
恐
ら
く
國
史
上
、
國
學
の
最
も
盛
大
な
頃
で
あ
っ

だ
で
あ
ら
う
。
大
學
が
隆
盛
ε
な
り
、
弘
，
文
院
、
拗
學
院
、
綜
二
種
智
慧
等
の
建
設
せ
ら
れ
だ
時
ご
そ

の
時
代
を
ひ
ε
し
く
し
ヂ
、
み
る
。
從
來
設
け
ら
れ
て
な
か
っ
た
國
々
に
も
國
學
が
建
て
ら
れ
、
一

時
恐
ら
く
全
國
に
設
置
さ
れ
た
ら
し
い
。
か
く
推
測
す
る
に
足
る
文
献
の
圭
な
る
も
の
を
次
に

列
墨
し
て
み
る
9

　
　
延
唇
末
年
（
｝
賜
六
〇
年
頃
）
相
模
博
士
朝
野
鹿
取
（
綾
後
端
憲
十
三
〉
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延
暦
十
五
年
（
晒
四
五
六
年
）
陸
奥
國
博
士
、
讐
師
云
々
。
（
後
手
五
〉

弘
仁
六
書
覇
七
）
讃
岐
永
直
、
補
導
法
得
業
生
兼
但
馬
椹
博
士
窓
ご
代
贋
平
炉
）

弘
仁
初
年
（
き
姻
馳
）
相
模
構
博
士
桑
、
原
腹
赤
（
凌
雲
集
〉

弘
仁
＋
奉
（
硬
）
延
摩
工
無
学
五
畿
内
の
博
士
、
醤
師
を
停
め
た
る
を
、
此
の
年
再
び
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
代
格
五
）

弘
仁
＋
三
選
至
難
）
封
曇
博
士
を
郭
マ
。
そ
の
官
符
の
中
「
接
鯵
鎧
通
三
重
彼
位
羅
域
之
島

　
　
　
　
　
　
　
言
霊
｝
此
寛
無
難
レ
質
疑
。
不
墜
在
璽
云
々
」
ご
あ
る
。
（
逸
史
三
＋
）

弘
仁
十
四
年
（
一
四
入
三
年
）
蟹
越
前
之
二
郡
一
躍
二
加
賀
國
｝
事
、
云
々
。
樽
士
㎝
入
、
讐
師
一
人
。
云
々
。
念
ご
代
格
五
）

弘
仁
末
年
（
一
四
入
○
年
頃
）
俘
宗
爲
二
大
宰
明
法
博
士
司
（
文
徳
實
録
七
）

天
長
七
年
（
一
颯
九
誇
年
）
補
ゴ
五
畿
内
並
志
摩
、
伊
豆
、
漏
壷
、
佐
渡
、
隠
岐
、
淡
路
等
麗
々
士
醤
麟
（
三
代
格
五
）

承
和
初
年
（
一
四
九
五
年
頃
）
由
田
蒋
城
、
遙
授
丹
波
構
博
士
突
丈
墨
画
録
十
）

承
和
♪
u
年
（
「
薫
○
○
年
）
七
月
、
令
誓
孟
畿
内
七
道
諸
國
、
諒
闇
乱
言
、
停
重
三
翼
祭
噌
（
綾
後
脚
九
〉

承
和
十
二
年
目
｝
五
〇
五
年
）
補
一
一
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
五
箇
藩
論
野
司
（
同
書
十
五
）

嘉
鮮
二
年
（
一
五
〇
九
年
）
越
中
博
士
紀
朝
永
（
績
後
紀
＋
九
）

貞
、
観
二
年
（
一
五
二
〇
年
）
＋
二
貝
新
修
．
繹
莫
式
霧
島
七
滋
諾
三
士
是
、
播
磨
題
言
，
博
士
正
入
位
上
和

　
　
令
湖
の
國
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
脳
7
研
究
　
　
第
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
七
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遍
部
臣
宅
富
士
請
云
々
。
戸
三
代
實
録
四
）

　
　
貞
槻
四
鼻
翼
）
阿
波
博
士
刈
田
聖
遷
。
備
中
擢
博
士
賀
陽
鼠
ハ
宗
。
（
同
書
六
）

　
　
貞
擬
六
年
（
貯
噛
二
）
播
磨
構
塗
篭
部
宅
貞
，
尾
張
野
師
欝
冬
雄
．
（
同
書
九
）

　
　
貞
魏
十
二
年
（
｝
五
三
〇
年
）
諸
國
非
受
業
博
士
騰
師
、
以
四
年
爲
一
一
秩
限
司
但
出
朋
及
太
宰
瞥
内
諮
國
、
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴬
レ
限
。
（
同
書
十
入
）

　
　
元
慶
二
集
卜
範
三
）
紀
伊
國
學
稜
雷
火
．
（
同
書
三
＋
四
）

　
　
元
慶
三
集
か
範
三
）
河
内
六
師
高
安
□
吉
（
同
書
三
＋
六
）

　
　
元
慶
六
塞
十
四
）
播
磨
半
半
大
春
日
氏
主
、
加
外
学
五
下
．
（
同
書
四
±
）

　
　
仁
和
二
年
（
ル
範
四
）
詩
「
州
廟
騨
二
尊
読
切
（
菅
家
鷺
草
三
）

　
弘
仁
十
二
年
格
の
接
陸
準
率
、
手
遣
彼
位
と
い
ふ
の
は
大
宰
府
管
内
九
州
諸
國
を
言
ふ
の
で
あ

る
が
、
天
長
七
年
志
摩
、
飛
弾
、
佐
渡
，
隠
岐
の
如
き
僻
地
に
も
鍛
官
を
置
き
、
後
数
回
、
五
畿
七
滋
諸
國
の

騨
莫
や
激
官
に
つ
い
て
、
右
表
中
に
も
、
”
弓
久
こ
、
に
掲
げ
た
以
外
に
も
、
馬
廻
が
出
て
み
る
の
で
あ
る

か
ら
、
先
づ
全
國
普
く
國
こ
ご
に
國
學
を
設
け
博
士
野
師
を
澄
い
て
あ
っ
た
も
の
こ
見
て
差
支
な

か
ら
う
。
さ
う
し
て
此
等
西
倉
は
大
抵
延
喜
式
に
探
録
さ
れ
て
み
る
か
ら
．
こ
の
書
の
撰
上
さ
れ

た
延
長
五
年
（
蕊
入
）
頃
ま
で
は
李
安
初
期
の
盛
況
を
ご
う
に
か
生
け
た
も
の
ご
見
ら
れ
る
。
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極
安
時
代
に
入
っ
て
此
く
の
如
く
國
學
が
驚
く
設
け
ら
れ
、
聴
官
が
恐
ら
く
、
到
る
所
の
國
學
に

置
か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
け
れ
ざ
も
、
墨
壷
の
學
力
は
爾
依
然
こ
し
て
低
く
、
奈
良
時
代
に
比
し
て

あ
ま
り
…
進
ん
で
み
な
か
っ
た
。

　
第
二
飾
の
終
に
延
暦
八
年
（
一
四
四
九
年
）
に
大
壷
諸
生
は
年
三
十
を
越
え
な
い
ご
國
學
博
士
に
任
じ

な
い
こ
ご
に
定
め
ら
れ
だ
事
は
既
に
記
し
た
が
、
こ
れ
は
非
常
に
實
施
に
困
難
で
あ
っ
た
。

　
大
圏
に
は
明
経
交
章
、
明
法
、
算
の
諸
道
あ
り
こ
れ
ら
の
成
業
者
は
ひ
ご
し
く
皆
國
博
士
に
任
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
（
延
喜
式
ニ
ナ
）
今
日
の
學
綾
ご
蓮
っ
て
卒
業
が
な
か
一
難
し
い
の
で
、
多
く

は
成
業
し
な
い
で
退
博
す
る
○
少
い
卒
業
者
は
中
央
政
府
に
用
ひ
ら
れ
、
た
こ
ひ
地
方
官
ε
な
っ

て
も
、
國
學
の
激
官
よ
り
も
つ
と
良
い
位
置
に
畏
み
う
る
○
そ
れ
故
折
角
大
宰
博
士
に
任
命
し
て

　
　
　
い
　
み
　
き

も
山
口
伊
美
吉
西
成
の
如
く
、
任
に
就
か
な
い
者
が
出
家
る
（
三
代
實
単
眼
）
。
だ
か
ら
及
第
せ
す
し
て

早
撃
し
だ
中
で
、
比
較
的
よ
い
者
を
國
博
士
に
任
す
る
格
が
出
た
。
諸
滋
皆
さ
う
で
あ
る
が
、
先
づ

始
に
明
法
滋
で
は
弘
仁
四
年
（
　
軸
七
）
に

　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ぜ
ゐ
レ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ゆ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
に
ス
レ
ゆ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
み

　
　
癒
晶
明
法
生
埋
、
蓮
二
六
七
條
一
任
中
國
博
組
下
事
。
云
々
。
明
法
願
望
、
輿
昌
下
多
一
難
。
蓮
一
八
己
上
価
乃
預
昌
叙
例
h
七
條

　
　
　
　
令
測
の
國
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
學
研
究
　
舞
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

　
　
以
下
っ
管
劉
不
筑
薫
習
於
レ
是
轍
匹
㌻
裡
詠
口
量
り
膚
帯
以
後
，
宜
一
酷
似
條
り
任
偽
國
博
十
嶺
以
一
寮
生
往
ゆ
へ
三
代
格

　
　
五
）

又
天
長
元
年
（
陛
姻
入
）
か
ら
延
滞
三
年
の
年
三
十
未
蒲
で
は
國
博
士
に
任
じ
な
い
ビ
定
め
た
格
を

磨
し
、
年
紀
を
限
ら
す
任
用
す
る
こ
ε
、
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
レ
バ

　
　
懇
柱
画
博
士
り
不
ジ
限
レ
年
紀
一
事
。
云
々
。
去
延
暦
入
年
正
月
二
十
入
日
野
選
、
云
々
、
諸
錦
帯
、
年
不
レ
灌
孟

　
　
ニ
　
　
　
　
　
　

ト
イ
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
ギ
　

ヲ
メ
　
ア
ム
　

ニ
リ
　

ヲ
　
　

ニ
フ
　
ヲ

　
　
十
h
不
F
得
荏
用
一
國
搏
士
一
叢
。
云
々
。
今
學
生
等
、
志
望
儒
風
動
求
一
撃
風
借
一
無
罪
於
塁
壁
h
競
一
一
分
陰
於
流

　
　
こ
　
　
リ
　
　
ル
モ
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
ニ

　
　
年
囲
功
成
盤
小
畢
・
、
不
協
％
臣
宥
ハ
鼻
溝
一
ゆ
㎞
朝
翻
脚
右
声
堂
上
。
往
年
｝
今
レ
任
、
悲
臼
曹
ハ
誼
十
二
八
、
…
鬼
無
…
一
一
ギ
｝
品
川
窪
∵
空
写
…
以
除
一
｝
博
士
司

　
　
　
　
　
ズ
ノ
テ
ゾ
ラ
ン
ニ
フ
シ
ニ
ニ
セ
ン
フ
ト
テ
イ
ヘ
リ

　
　
云
々
。
唯
論
昌
人
謬
歌
島
拘
二
年
讃
舶
望
請
蔦
蔓
前
典
ハ
依
レ
件
任
用
。
勿
講
二
慮
分
一
者
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ
　
毅
、
依
レ
講
。

　
　
（
同
書
五
〉

か
つ
天
長
七
年
に
は
大
弓
典
空
生
等
、
年
二
十
「
以
上
で
卒
業
で
き
な
い
も
の
は
、
臼
談
を
試
問
し

で
、
五
畿
，
志
摩
、
伊
距
、
飛
弾
、
佐
渡
、
隠
岐
、
淡
路
等
の
國
博
士
、
讐
師
に
補
し
て
、
垂
帷
の
操
を
尊
し
、
穿
壁
の

勢
を
慰
め
る
こ
ε
、
し
た
（
同
書
五
〇
）
自
撰
は
後
世
の
素
首
の
意
で
あ
ら
う
。
も
ご
よ
り
四
文
で

讃
む
こ
ご
、
ぱ
思
は
れ
る
が
、
義
理
を
窮
め
る
事
を
要
し
な
い
ご
す
れ
ば
樂
な
も
の
で
あ
る
。

　
其
の
此
々
の
大
勢
典
藥
二
士
並
に
大
學
典
型
を
及
第
し
た
も
の
を
國
學
に
任
じ
だ
時
は
受
業

博
士
、
受
業
讐
師
ご
い
ひ
、
不
合
格
の
者
を
任
じ
た
場
合
は
非
受
業
或
は
非
業
こ
い
ふ
（
仁
和
元
年
格
、
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三
代
實
録
五
十
）
。
非
業
博
士
の
學
滋
に
盆
少
き
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
身
は
京
都
に
あ
っ
て
殆

ご
實
務
を
執
ら
な
い
で
名
義
だ
け
國
博
士
こ
な
る
の
が
あ
る
。
山
田
春
城
は
身
貧
に
し
て
大
學

で
勉
強
し
て
み
た
時
、
嵯
峨
上
皇
は
皇
子
源
朝
臣
明
の
學
友
ご
な
し
、
皇
子
の
御
勉
強
を
助
け
し
め
、

且
つ
丹
波
椹
博
士
を
遙
厚
し
、
そ
の
虚
言
を
學
資
ビ
な
さ
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
本
稿
第
四
節

事
照
）
。
春
城
は
ま
だ
大
子
生
で
卒
業
し
て
み
な
い
か
ら
擢
博
士
で
あ
b
、
身
は
京
都
に
あ
り
、
皇
子

ご
同
房
で
勉
齎
し
て
み
た
故
、
時
々
は
丹
波
へ
下
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
國
學
の
敷
務
は
先
づ
執
っ

て
み
な
い
の
で
あ
る
。
遙
授
は
公
癖
及
び
事
力
を
給
せ
す
、
唯
職
分
田
の
み
を
給
せ
ら
れ
、
非
業
は

職
田
な
く
、
公
癖
の
み
を
分
轄
さ
れ
る
（
三
代
實
鎌
九
）
。
受
業
は
そ
れ
ら
三
者
ひ
ご
し
く
給
せ
ら
れ

る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
。
任
期
は
非
業
蓬
任
は
四
年
、
但
し
幽
朋
、
九
州
は
五
年
、
受
業
は
六
年
で
あ

る
（
同
十
入
及
四
十
七
）
。

　
一
寸
今
日
か
ら
異
標
に
旗
せ
ら
れ
る
事
は
、
受
業
博
士
に
任
國
の
後
．
給
輿
さ
れ
る
公
廊
を
も
ビ

激
を
愛
け
た
大
難
の
細
螺
に
逡
ら
し
め
て
、
重
工
の
道
永
く
行
は
れ
、
敢
資
の
業
を
長
く
縫
が
せ
る

こ
ご
を
計
っ
た
。
之
は
天
李
寳
字
元
年
（
一
四
一
七
年
）
の
格
に
始
つ
た
が
（
績
聾
　
‡
・
・
、
の
格
で
は
初
任

の
年
、
一
年
分
の
公
廊
を
輸
物
に
か
へ
て
京
師
に
逡
ら
せ
た
。
し
か
し
九
一
年
分
の
古
癖
を
本
受

業
師
に
逡
ら
し
め
る
こ
ご
は
、
實
際
と
し
て
無
理
で
あ
っ
て
、
折
角
任
に
つ
い
た
國
學
の
激
官
に
最

　
　
　
　
令
湖
の
園
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
學
研
究
　
第
九
十
八
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

初
一
年
閥
は
手
當
の
二
言
三
分
程
を
嗣
い
で
恩
師
に
逸
ら
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
十
分
實
行
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
蓋
置
十
二
年
以
後
は
公
癖
の
手
分
の
一
を
毎
年
邊
ら
せ
る
こ
ざ
、
改
め
た

の
で
あ
る
（
三
代
實
録
十
入
及
延
喜
式
二
十
＞
o

　
畿
　
営
為
に
田
一
段
か
ら
亭
均
稻
五
十
束
こ
れ
る
規
定
で
、
當
時
の
一
束
か
ら
白
毛
五
升
，
今
の
量
に
改
め
て
約
三
升
ミ
れ
ろ
定
で
あ
っ
糞
。
天
亭
四
年

　
　
の
格
に
よ
り
、
國
博
士
の
野
田
た
挙
均
一
町
ビ
す
る
ご
、
五
百
束
、
今
貼
の
約
十
五
石
に
賞
ろ
Q
勿
論
こ
れ
か
ら
稚
税
ほ
差
引
か
れ
ろ
筈
で
あ
る
。

　
　
公
癖
に
爾
に
よ
つ
て
多
少
の
差
多
く
，
貞
観
＋
二
年
の
右
に
闘
接
に
引
用
し
穴
格
文
に
よ
ろ
ご
、
或
國
に
百
束
に
足
ら
す
、
或
國
に
千
束
に
瞭
つ
た

　
　
所
も
め
つ
旗
ら
し
い
。
家
族
の
人
知
だ
け
六
歳
以
上
の
天
下
す
べ
て
の
男
女
ご
亡
に
輿
へ
ら
れ
る
口
分
田
に
，
敏
官
の
家
族
に
も
以
上
の
職
田
公
瞬
の

　
　
外
に
紛
與
へ
ら
れ
う
に
逗
ひ
な
い
O

　
非
業
博
士
は
敷
授
の
盆
の
少
い
事
は
孚
は
れ
即
事
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
如
く
任
期
を
短
く
限

っ
て
早
く
遷
替
さ
せ
よ
う
ε
計
っ
た
ほ
こ
で
あ
る
が
、
な
か
ノ
＼
－
廃
即
す
る
こ
ε
は
二
型
な
か
つ
元
。

季
安
初
期
も
末
に
な
つ
三
等
慶
七
年
（
癒
四
）
命
じ
て
断
然
、
非
業
搏
士
を
屡
し
、
そ
の
年
以
後
國
博

士
、
醤
師
に
任
じ
な
い
こ
ご
に
定
め
た
。
ビ
こ
ろ
が
此
の
英
断
も
實
行
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
圭
こ
し
て
受
業
博
士
尊
師
の
数
の
不
足
ε
、
個
入
に
つ
い
て
受
業
非
業
の
涯
別
の
附
け
に
く
い

事
等
の
爲
で
あ
っ
た
。
「

　
後
者
に
つ
い
て
は
仁
和
元
年
（
一
五
四
五
年
）
式
部
省
の
解
が
あ
る
。
今
戸
ご
ち
が
っ
て
大
野
で
卒
業

謹
書
を
喫
す
の
で
は
無
か
ら
う
し
、
又
交
通
の
不
便
な
時
に
遠
方
の
國
々
の
國
司
か
ら
大
野
へ
問



合
は
す
の
も
容
易
で
な
い
か
ら
、
非
業
の
者
が
受
業
者
で
通
っ
た
り
、
受
業
人
が
非
業
ご
誤
ら
れ
る

事
も
起
る
。
そ
れ
で
仁
和
元
年
か
ら
式
部
省
の
上
申
に
よ
っ
て
、
任
命
の
骸
…
為
書
に
は
受
業
者
に

は
姓
名
の
下
に
各
々
其
の
專
攻
の
學
を
註
し
て
受
業
を
明
に
し
、
非
業
者
は
專
攻
の
學
が
無
い
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
欄
を
室
自
に
す
る
事
ご
定
め
ら
れ
た
○

そ
れ
で
も
受
業
者
の
不
足
は
容
易
に
緩
和
さ
れ
な
か
っ
た
韓
寛
李
七
年
（
一
騰
五
五
年
）
元
慶
の
格
を

幾
分
骨
扱
に
し
て
、
鴻
儒
名
盤
の
子
ご
孫
は
非
業
で
も
博
士
讐
師
に
任
じ
が
つ
大
盤
典
藥
の
學
舎

に
寄
宿
し
て
苦
幽
し
、
國
博
士
馨
師
に
任
じ
て
も
差
支
な
い
ご
見
込
の
附
け
ら
れ
る
者
は
卒
業
し

な
く
て
も
補
任
す
る
中
畢
と
な
っ
た
。
更
に
延
喜
軍
気
導
入
に
は
塗
師
は
血
ハ
燕
解
寮
の
試
問
を
及
納
弟

し
な
く
て
も
皆
受
業
ビ
な
す
ご
定
め
て
あ
る
。
こ
の
命
令
の
下
っ
た
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐

ら
く
寛
雫
前
後
の
事
で
あ
ら
う
オ
思
は
れ
る
。

由A
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學
生
衣
食
の
費
は
寳
鶉
十
年
格
に
勢
於
齎
糎
ご
あ
る
の
で
も
知
れ
る
如
く
、
始
の
中
は
膚
辮
で

あ
っ
た
。
唯
繹
輿
等
の
日
に
酒
食
を
賜
與
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
入
學
の
時
に
束
脩
を
要
す

る
こ
ご
は
文
學
に
等
し
い
。
し
か
し
そ
の
後
食
糧
を
官
よ
り
給
介
す
る
こ
ご
、
な
り
、
そ
れ
だ
け

　
　
　
　
令
湖
の
國
學
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一



oroS

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
箆
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
幌

の
米
を
産
す
る
田
を
學
校
に
附
心
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
の
料
田
は
始
は
少
か
っ
た
の
で
、
優

等
生
の
み
に
輿
へ
た
こ
ざ
は
第
三
飾
に
引
い
π
天
磨
元
年
格
の
述
べ
て
み
る
例
で
も
わ
か
る
。

し
か
し
年
代
の
下
る
ご
共
に
誉
田
を
祝
し
て
行
っ
て
、
後
に
は
全
生
徒
に
給
し
た
ら
し
い
。
そ
の

浩
革
は
大
學
の
拗
學
田
と
同
機
の
道
筋
を
辿
っ
て
み
た
。

　
貞
観
十
八
年
に
薩
摩
國
園
田
を
堰
狡
し
た
官
符
が
あ
る
。
そ
の
要
鮎
を
記
し
て
見
る
ざ
、
も
ざ

料
理
が
十
町
あ
っ
た
。
畢
生
が
四
十
入
居
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
田
で
は
こ
て
も
足
り
な
い
か
ら
學

生
は
飢
苦
を
患
ひ
、
勉
學
も
怠
り
が
ち
に
な
る
。
　
よ
っ
て
田
向
、
大
隅
等
の
例
に
倣
ひ
、
十
分
に
料
米

を
給
す
る
た
め
、
更
に
廿
一
町
三
段
を
聾
し
、
以
て
十
分
に
學
問
を
白
蔓
し
た
い
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

班
一
町
三
段
で
、
獲
稻
九
千
三
百
九
十
束
あ
る
。
　
こ
れ
か
ら
暴
言
地
子
を
差
引
い
て
、
痩
四
千
七
百

五
十
二
束
を
自
立
に
す
る
ご
二
百
十
ム
槍
傷
（
昔
の
量
）
ご
な
り
、
一
入
一
日
二
升
づ
、
を
輿
へ
て
殆
ご
過

不
足
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
延
喜
式
二
十
六
に
示
し
て
あ
る
諸
國
の
本
稻
の
中
に
、
導
燈
料
を
掲
げ
て
み
る
國
は
僅
に
次
の

四
國
し
か
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
國
學
の
規
模
が
激
騰
察
せ
ら
れ
る
。

　
　
上
野
學
生
料
　
　
　
　
一
萬
束

　
　
陸
奥
學
生
料
　
　
　
　
四
千
束



　
　
出
朋
國
學
生
食
料
　
　
二
千
束

　
　
播
摩
學
生
料
　
　
　
　
一
萬
五
千
束

　
授
業
料
月
謝
の
類
は
何
等
記
鍮
が
な
い
が
、
徴
求
し
な
か
っ
た
に
違
ひ
な
い
Q

　
稜
舎
に
つ
い
て
も
殆
ご
記
銀
が
傳
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
年
々
の
春
秋
ご
ビ
に
繹
葵
を
な

す
た
め
に
先
聖
乳
子
）
先
師
（
顔
回
）
二
座
を
祀
っ
た
聖
堂
が
あ
る
こ
ε
は
疑
へ
な
い
。
さ
う
し
て
こ

れ
に
並
ん
で
講
義
室
（
叉
は
堂
）
及
び
生
徒
の
寄
宿
す
る
曹
司
が
あ
っ
た
に
蓮
ひ
な
い
。
學
校
は
國

司
の
管
理
に
薦
し
、
か
つ
國
司
中
の
若
干
入
が
敷
授
を
輔
く
べ
・
き
筈
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
國
府
の
附

近
に
設
け
ら
れ
た
事
ご
思
は
れ
る
。
今
日
國
學
遺
阯
ご
推
定
さ
れ
う
る
場
所
は
主
な
も
の
は
二

つ
し
か
な
い
。
　
一
は
尾
張
國
學
阯
で
あ
っ
て
中
島
郡
國
府
宮
村
大
字
松
下
に
あ
）
、
二
は
大
宰
府

學
業
院
阯
で
あ
っ
て
、
筑
前
筑
紫
郡
水
城
村
大
字
槻
世
音
寺
に
あ
う
、
い
つ
れ
も
大
宰
府
叉
は
國
府

の
阯
か
ら
一
二
町
の
距
離
に
あ
る
。
　
三
代
恵
庭
に
見
え
る
次
の
記
事
も
右
の
推
定
を
助
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
フ

　
　
元
慶
二
年
九
月
廿
入
日
庚
申
、
紀
伊
良
馬
糊
口
。
ム
ー
月
廿
ふ
ハ
日
亥
時
、
風
雨
晦
瞑
、
雷
電
W
撒
登
、
震
熟
於
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
ラ

　
　
浴
客
（
漁
の
談
か
）
事
』
三
韓
稜
並
倉
吉
岡
被
垢
破
官
舎
二
十
一
宇
、
縁
邊
百
姓
三
十
三
家
云
々
．

七

509

令
制
の
闘
州
學
に
つ
い
て

入
三
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暫
學
研
究
　
第
九
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
準
安
莫
都
後
百
年
冬
経
て
宇
多
天
皇
寛
季
六
年
（
一
覧
五
四
年
）
遣
唐
使
を
派
遣
し
よ
う
ε
し
た
時
、
唐

の
狸
掘
を
聞
い
て
派
遣
を
中
止
し
た
。
し
か
し
實
は
そ
れ
以
前
百
年
間
に
僅
か
二
同
派
遣
さ
れ

た
き
b
で
、
飛
鳥
奈
良
時
代
の
頻
繁
な
る
に
比
し
て
罪
常
に
少
い
。
　
そ
れ
は
荒
海
を
越
し
、
難
船
を

畳
適
し
て
唐
に
赴
く
ほ
ざ
の
勇
氣
が
次
第
に
消
失
し
た
爲
で
も
あ
る
が
、
一
つ
は
唐
の
文
化
心
醇

か
ら
少
し
づ
、
醒
め
、
日
本
的
自
豊
が
だ
ん
一
高
ま
り
つ
、
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
李
安
時
代

の
始
、
漢
文
學
が
震
え
、
漢
詩
を
作
る
こ
ご
が
多
か
つ
π
の
に
比
べ
て
次
第
に
和
歌
が
復
興
し
、
國
文

の
著
作
も
起
っ
て
來
元
。
從
來
は
故
事
先
例
を
専
ら
支
那
に
求
め
、
我
が
國
の
古
傳
に
求
め
る
事

は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
我
が
國
の
典
故
を
探
る
や
う
に
な
つ
π
。
寛
黍
前
後
は
ほ
緊

支
那
交
化
繊
酢
の
時
代
か
ら
日
本
交
化
猫
化
（
又
は
日
支
文
化
融
合
）
の
時
代
の
轄
換
期
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
李
安
時
代
は
桓
武
天
皇
以
後
六
七
十
年
間
は
爆
雷
か
た
く
紀
綱
振
ひ
、
政
遺
の
革
新
さ
れ

た
時
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
藤
原
氏
が
外
戚
こ
し
て
撮
政
蝶
蝶
ご
な
も
、
政
事
を
專
ら
に
し
て
よ

う
後
は
、
朝
政
は
藤
原
氏
の
私
事
の
如
く
な
っ
て
大
い
に
棄
観
し
た
。
加
ふ
る
に
地
方
政
治
は
全

く
頽
算
し
て
、
大
化
の
改
新
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
班
田
牧
授
の
法
も
す
た
れ
、
國
司
は
公
事
を
省

み
す
し
て
只
管
私
利
を
螢
み
、
百
姓
は
柔
順
を
敏
い
て
好
悪
こ
な
り
、
到
る
所
に
盗
賊
が
横
行
す
る

や
う
に
な
つ
π
か
ら
、
藤
原
氏
は
榮
華
を
つ
く
し
て
み
て
も
、
寡
勢
は
日
に
衰
へ
た
。
こ
の
方
面
で
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も
寛
李
頃
は
一
の
輻
同
黙
で
あ
っ
た
○

　
か
、
る
有
為
で
は
大
事
國
學
は
こ
う
し
て
も
衰
微
せ
ざ
る
を
え
な
い
○
し
か
し
寛
李
頃
は
ま

だ
醤
態
を
維
持
し
て
み
だ
。
大
學
の
定
員
は
四
百
三
十
人
で
あ
る
が
、
寛
李
八
年
に
は
三
百
人
ば

か
り
居
っ
た
ら
し
く
へ
日
本
記
略
前
篇
二
十
）
、
弘
仁
、
天
長
、
承
和
の
盛
時
よ
り
幾
分
衰
へ
た
こ
し
て
為
、

ま
だ
・
く
衰
頽
し
な
か
っ
た
。
國
學
も
恐
ら
く
さ
う
で
あ
っ
だ
ら
う
。

　
次
の
御
代
醍
醐
天
皇
の
延
喜
延
長
頃
も
ま
だ
、
こ
の
情
勢
を
ほ
い
学
績
し
て
み
た
も
の
ビ
見
え
、

こ
の
御
代
に
編
纂
さ
れ
た
延
喜
式
に
は
國
學
に
間
す
る
前
か
ら
の
法
令
を
併
せ
掲
げ
て
官
民
の

糠
る
べ
き
道
を
知
ら
し
め
て
ゐ
・
。
叉
政
事
要
路
第
五
＋
四
に
は
延
喜
＋
六
年
（
山
バ
讐
に
伊
勢

の
先
聖
先
師
需
像
を
修
理
せ
し
め
た
記
事
が
あ
り
、
つ
酬
い
て
承
4
・
三
年
（
一
五
九
三
年
）
に
丹
裟
承
李
七

年
に
石
見
の
禮
器
類
の
不
足
を
整
へ
、
破
損
を
修
理
せ
し
め
た
記
事
が
見
え
て
、
國
學
の
事
も
全
く

捨
て
》
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ち
　
ひ

　
す
っ
と
下
っ
て
一
條
天
皇
の
永
延
二
年
（
エ
ハ
四
八
年
）
に
去
年
十
二
月
、
從
七
位
上
多
治
染
入
廣
光
を

但
馬
博
士
に
任
じ
た
官
符
が
出
て
み
る
。
こ
の
頃
朝
廷
に
は
學
才
多
く
、
女
子
に
は
紫
式
部
や
清

少
納
言
な
ご
が
輩
出
し
男
子
に
は
藤
原
公
任
、
同
行
成
、
源
俊
賢
、
大
江
匡
衡
な
ざ
が
名
を
輝
か
し
た

時
で
あ
る
か
ら
、
ま
だ
忍
業
を
地
方
に
弘
め
よ
う
こ
す
る
企
も
有
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
同
じ
御
代

　
　
　
　
令
制
の
國
學
に
．
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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塀
一
図
研
究
　
　
餓
津
九
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
山
ハ

長
保
三
年
（
＝
ハ
六
一
年
）
大
江
匡
衡
が
尾
張
椹
守
に
再
任
し
た
墜
學
校
を
復
興
し
た
事
が
彼
の
詩
集
江

吏
部
集
懇
中
に
見
え
る
。

　
　
　
　
冬
日
於
＝
州
廟
賦
詩
、
付
小
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
テ
　
ゼ
シ
ム
ル
　
テ
　
　

ナ
ル
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
デ
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
夫
詩
者
群
徳
之
組
、
挙
挙
之
宗
也
。
動
　
失
地
ハ
域
鬼
淋
「
莫
レ
先
｝
於
詩
一
難
。
是
以
峯
＝
爾
門
生
嚇
於
二
學
稜
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
モ
　
　
　
　
ナ
ラ
　
　
　
　
　
　
ぜ
ラ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
モ
　
　
　
　
　
ナ
ラ
　
　
　
メ
テ
　
　
プ

　
　
　
　
ジ
タ
リ

　
　
　
　
　
　
テ

　
　
邊
ハ
聯
命
二
筆
硯
閃
於
戯
、
要
脚
未
二
軍
遠
吏
山
蜂
再
任
　
薦
葦
卑
滋
之
地
口
分
憂
未
　
必
翰
林
我
初
聾
嵐
月
宴

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　

ホ
ロ
ナ
ニ
シ
　

テ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ス

　
　
　
　
テ

　
　
遊
之
縫
霊
隔
西
曹
単
車
菅
京
兆
h
行
二
縣
邑
副
以
注
＝
（
一
作
作
）
風
土
記
困
弊
束
曹
末
墨
髭
侍
郎
、
思
二
郷
貢
嚇
以
興
島

　
　
　
　
テ

　
　
學
綾
院
h
云
々
。

　
こ
れ
が
私
の
見
た
最
後
の
曳
料
で
あ
る
○
大
宰
府
…
の
新
車
院
は
規
模
の
大
き
か
っ
た
爲
、
か
つ

比
較
的
長
く
痩
つ
た
爲
か
、
そ
の
遺
阯
が
後
世
ま
で
世
に
知
ら
れ
て
み
た
。
大
江
匡
衡
の
再
興
し

た
學
稜
が
多
数
の
國
夢
中
で
珍
し
く
も
そ
の
造
阯
が
後
の
漫
ま
で
も
知
ら
れ
た
の
は
、
彼
の
再
興

に
よ
り
、
比
較
的
永
存
し
た
爲
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
は
れ
季
安
時
代
末
期
に
及
ん
で
は
地
方
政

治
は
全
く
荒
屡
し
、
國
衙
さ
へ
大
部
分
は
亡
ん
で
し
ま
っ
て
、
鎌
倉
時
代
へ
績
い
た
の
は
無
か
っ
た

ら
し
く
、
ま
し
て
や
國
學
は
そ
れ
ご
共
に
、
或
は
そ
れ
よ
り
早
く
腰
亡
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ら

う
Q
鎌
倉
時
代
の
ご
く
初
に
書
か
れ
な
官
職
秘
鋤
は
藤
田
時
の
官
職
を
歴
更
的
に
や
、
詳
説
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
國
博
士
．
讐
師
の
説
明
が
な
い
。
更
に
後
の
北
畠
親
房
の
職
原
抄
に
博



士
欝
師
の
説
明
が
な
い
の
も
當
然
で
あ
ら
う
。

　
下
野
の
足
利
．
學
稜
は
昔
の
國
學
の
逡
制
で
あ
る
ご
い
ふ
説
が
林
羅
山
の
慶
安
元
年
の
日
光
紀

行
以
後
熊
野
一
部
の
學
者
に
信
ぜ
ら
れ
て
る
た
が
、
こ
れ
は
徐
稚
根
捺
が
薄
溺
で
、
信
用
す
る
に
足

b
な
い
説
で
あ
る
こ
貫
は
八
代
野
荒
、
藤
岡
縫
卒
氏
そ
の
他
諸
誉
者
の
考
讃
が
公
に
さ
れ
て
み
る

か
ら
、
す
べ
て
そ
れ
ら
に
譲
っ
て
こ
》
に
贅
言
し
な
い
で
お
く
。
（
大
正
＋
三
年
四
月
）
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令
湖
の
醐
學
に
つ
い
て

入
七


